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まえがき

　1985 年（昭和 60 年）に始まったジーンバンク事業は，来年いよいよ 30 年の節目を迎えます．

長期にわたって当事業を継続することができたのは，遺伝資源の重要性を理解し，これまで当事

業に携わった関係諸氏の努力の賜であると確信しております．植物遺伝資源の保存点数も現在で

は約 22 万点と発足当初からほぼ倍増し，農業生物資源ジーンバンクは，世界でも有数のジーン

バンクに成長しました．

　また，生物資源における遺伝的多様性の重要性は，国際的な共通理解としてさらに高まりつつ

あります．我が国の「生物多様性国家戦略 2012-2020」の具体的施策においても，「名古屋議定

書」及び「食料・農業植物遺伝資源条約」を締結し，国際条約と整合した形で食料農業植物遺伝

資源の利用及び保全を推進することが謳われております．当ジーンバンクにおいても，昨年日本

が批准した「食料・農業植物遺伝資源条約」への対応を進めました．保存している約 18000 点

の植物遺伝資源を条約の多数国間の制度に登録すると共に，植物遺伝資源へのアクセスをより容

易にするために，配布価格を下げる取り組みを行いました．

　本報告書には，平成 25 年度農業生物資源ジーンバンク事業の植物遺伝資源部門における探索・

収集及びその関連研究等の他，当事業に依らない２件の植物遺伝資源の現地調査情報を収載しま

した．本報告書は農業生物資源ジーンバンク事業による探索収集調査の報告を第一義としていま

すが，植物遺伝資源の現地調査情報を集積することは事業の発展のためにも重要と考え，他予算

による現地研究等の報告も適宜掲載する方針です．今後とも遺伝資源に関する貴重な情報をお寄

せいただければ幸甚です．

　最後に，私たちの活動に指導と支援をしてくださった国内外の方々に，心から感謝申し上げま

す．とりわけ貴重な遺伝資源をさまざまな情報とともにご提供頂いた皆様に深謝いたします．

                                                                                                                          平成 26 年 12 月

                                                                                                                          農業生物資源研究所

                                                                                                                          遺伝資源センター長

                                                                                                                          根本  博
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投稿規定

（平成 26 年 12 月 18 日現在）
目的：
本報告書には，農業生物資源ジーンバンク事業による探索・収集及びその関連研究をはじめとし
て，植物遺伝資源にかかわる現地調査・研究の論文及び関連する情報を掲載する．

投稿原稿の体裁・提出：
投稿原稿は日本語または英語とし，「投稿原稿作成要領」に従って作成すること．
投稿原稿は，原則 Microsoft Word 形式で作成する．
投稿原稿は，電子ファイルにて編集委員会事務局に提出する．
投稿原稿は担当編集委員が選ぶ 2 名以上の審査員の審査を受け，最終的な採否は編集委員会に
より決定する．
著者は，審査結果を受け取った後，速やかに修正し担当編集委員へ送付しなければならない．や
むを得ない事情により送付が遅れる場合は，担当編集委員の了解を受けること．
掲載の順序，論文の体裁などは編集委員会で決定する．

校正：
著者校正は 1 回行う．校正刷は受領後速やかに校正の上，編集委員に返送する．

別刷：
別刷 50 部は無料進呈する．

版権：
本誌に掲載された全ての記事内容は，独立行政法人農業生物資源研究所の許可なくして無断の転
載を禁止する．

原稿送付先及び連絡先：
植物遺伝資源探索導入調査報告書（植探報）編集委員会事務局
〒 305 - 8602　茨城県つくば市観音台 2 - 1 - 2
独立行政法人　農業生物資源研究所
遺伝資源センター　多様性活用研究ユニット
TEL&FAX: 029-838-7458
E-mail: plantan@gene.affrc.go.jp



投稿原稿作成要領

（平成 26 年 12 月 18 日現在）
書式：
1. A4 用紙サイズで，横書きとする．原則 Microsoft Word 形式で送付する．外字の使用は禁止する．
2. 原稿は，表題，著者名，所属機関，責任著者連絡先（電子メールアドレス），要約（以上について，

和文原稿は和文および英文），キーワード，本文，引用文献の順に記載する．英文原稿の場合は，
本文の最後に和文摘要を付ける．

3. 本文は，1. 目的，2. 材料と方法（対象植物，収集・調査方法）3. 収集（調査）結果，4. 考察，
5. 謝辞を原則含む．
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1) 国内探索調査
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[URL: http://www.gene.affrc.go.jp/pdf/publications/plant-exp_2011(28)_p125.pdf]
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